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大学生の養護性を支える規定因と性差の検討 

○江上園子（愛媛大学） ののしたまみ＃（内子町立立川小学校） 
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問題と目的 
 近年，少子化，核家族化，地域社会の衰退など
から若い世代が子どもに接する機会が減少してい
る。子どものことを知らないまま親になる者たち
が増加していることも，児童虐待や子育てをめぐ
る事件の頻発の背景にあることが指摘されている
（安積，2008; 川瀬，2010; 中村・田原，2012）。しかし
同時に親準備性や養護性は実際に子どもを持って
いない若い世代でも持ちうるものである（岡本・古

賀,2004など）。そしてこのような性質が実際に親に
なったときの子どもへの敏感さや子どもに対する
応答性に大きな意味を持つと言われる（無藤・久

保・遠藤，1995）。それでは，青年期後期であり，い
ずれは親になる世代である大学生の養護性を支え
る要因とは何であろうか。本研究では大学生の養
護性の実態について，先行研究で指摘されている
性差を検討するとともに，男女で養護性を支える
規定因が何であるのか，性別役割分業観や自我同
一性，子ども観や子どもとの接触経験などの想定
される要因から探ることとする。 

方   法 
調査対象 愛媛県内の大学に通う大学生および大
学院生173名（男子53名・女子120名） 
手続き 授業後の集合調査・個別の留置調査 
質問紙の構成 フェイスシートの他，養護性尺度
（森下,2006）,多次元自我同一性尺度（谷,2001），平
等主義的性役割態度尺度（鈴木，1994），「母性愛」
信奉傾向尺度（江上，2007），対児感情尺度（花沢，

1992）,父親の育児関与や子どもとの接触経験 
結果と考察 

①養護性の性差 養護性尺度の４つの下位因子得
点それぞれで対応なしの t 検定を行った。結果，
養護性の下位因子である「共感性」のみ女子の方
が高く（t(171)=2.85, p<.01），その他の「技能」「準
備性」「非受容性」では有意な差は見られなかった。
他の３因子の内容が子どもを育てるうえでの自信
であったり子どもを育てることへの心構えであっ
たりするのに対し，「共感性」は子どもへの単純な
関心という面が強いので差が生じたのではないか
と思われる。 
②養護性の規定因 養護性尺度各４因子を従属変
数，多次元自我同一性尺度得点，「母性愛」信奉傾
向尺度得点，平等主義的性役割態度尺度得点，対
児感情尺度「回避」「接近」各因子得点，子どもと
の接触経験，父親の育児関与を独立変数とした重
回帰分析（強制投入法）を男女別に行った。「共感性」
「準備性」の結果を Table 1～Table 4に示す。 

Table 1 「共感性」男子の重回帰分析結果 
独立変数 β 調整ずみＲ2 

父親の育児関与 -.103 

.281** 

子どもとの接触経験 .460** 
「母性愛」信奉傾向 .212 
平等主義的性役割態度 .017 
対児感情「回避」 -.235+ 
対児感情「接近」 .256+ 
多次元自我同一性 .103 

 
Table 2 「共感性」女子の重回帰分析結果 

独立変数 β 調整ずみＲ2 

父親の育児関与 -.151* 

.466*** 

子どもとの接触経験 .249** 
「母性愛」信奉傾向 .052 
平等主義的性役割態度 -.028 
対児感情「回避」 -.298*** 
対児感情「接近」 .503*** 
多次元自我同一性 .072 

 
Table 3 「準備性」男子の重回帰分析結果 

独立変数 β 調整ずみＲ2 

父親の育児関与 -.166 

.314** 

子どもとの接触経験 .485*** 
「母性愛」信奉傾向 .168 
平等主義的性役割態度 .322* 
対児感情「回避」 -.188 
対児感情「接近」 .122 
多次元自我同一性 .204 

 
Table 4 「準備性」女子の重回帰分析結果 

独立変数 β 調整ずみＲ2 

父親の育児関与 -.086 

.401*** 

子どもとの接触経験 .111 
「母性愛」信奉傾向 .319** 
平等主義的性役割態度 .027 
対児感情「回避」 -.224** 
対児感情「接近」 .289*** 
多次元自我同一性 .285*** 

 
 これらの結果より養護性を支える要因として男
女共で挙げられるのは「子どもとの接触経験」と
「対児感情」であることがわかった。これは花沢
ら（1986）とも通じるものである。一方，男女で異
なるのは「『母性愛』信奉傾向」や「平等主義的性
役割態度」などの性別役割分業観，そして「多次
元的自我同一性」である。男子では単純に子ども
との接触経験や子どもへの感情が重要であるが，
女子では自己が確立していることが子育てへの予
期的な自信へもつながっている可能性がある。 
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